
分光観測による銀河の後退速度測定 

神奈川県立神奈川総合高等学校 杉田知大(高３) 
筑波大学       久保田夕紀(大１)  京都市立堀川高等学校 植田準子(高３) 
山口県立光丘高等学校 鳥飼瞳  (高３)  岐阜県立恵那高等学校 藤井良宇(高３) 
愛知県立旭丘高等学校 伊藤創祐 (高２)  上宮高等学校     中谷倫哉(高２) 
奈良学園高等学校   久保栄子 (高１)  初芝富田林高等学校  藤本西蔵(高１) 

 
 
１.はじめに 

 私たちは 2004 年３月に、東京大学木曽観測所で行われた銀河学校 2004 に参加した。そ

こでは、最先端の観測装置で、天文学を学ぶことができた。 
 ３班あるうち私たちの C 班では、銀河を分光観測し、ドップラー効果から後退速度を求

めるというテーマに取り組み、発表するに至った。 
 
２.観測 

・撮影データ              ・撮影した天体 

 日時：2004 年３月 26、27 日 
 望遠鏡：東京大学木曽観測所 

105cm シュミット望遠鏡 
 プリズム：４° 
 観測視野：0°.8×0°.8 
 
３.解析 

Ⅰ、Hαの波長 

始めに、撮影した銀河のスペクトルの吸収線の位置と、 
輝線（Hα）の位置を DS９※１で測定し、その Y 座標の差 
を求める。この差は銀河が後退しているため、ドップラー 
効果により、赤方偏移が生じているためだ。 

吸収線－輝線＝yα …① 
次に、吸収線からの Y 座標の差と波長が対応する関数を作る。 
最後に、式②に式①で求めた yαを代入することにより、Hαの波長が求まる。 
 
 
 
 
Ⅱ、吸収線の位置 

 Hαの波長を求めるとき、吸収線の位置が分からない場 
合がある。このようなとき、分光されていない SkyView※２ 
の画像を使って、位置を推測することができる。 
 まず、右図のように、SkyView とスペクトル写真両方の、 
銀河の位置を測定する。次に銀河周辺の吸収線が写ってい 

① MKN1447 
② PKS 
③ MKN69 
④ MKN1383 

⑤ PG 
⑥ MKN478 
⑦ VIIZW244 
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る、基準となる星を２つ探しだす。そして、SkyView で 
はその星の位置を、スペクトル写真では吸収線の位置を 
測定する。すると、２つの画像の星間の比率は同じため、 

y1：y2＝Y1：Y2 
を求めることで、吸収線の位置を推測することができる。 
 
 
Ⅲ、後退速度測定 

解析Ⅰで求めた Hαの特定の波長と、観測された波長のずれを、ドップラー効果の公式

に代入することにより銀河の後退速度が求められる。 
 
 
 
４.結果・考察 

 このようにして求めた各銀河の後退速度が以下の表だ。また後退速度を用いて、ハッブ

ルの法則（V=Hｄ）に代入することにより、銀河の距離も求めた。（ハッブル定数は 72km/s・
Mpc とした。） 
 

 

 
５.まとめ 

 このように、分光観測によって取得されたスペクトル写真を解析することにより、ドッ

プラー効果から銀河の後退速度を求めることができた。また、求めた後退速度を発展させ、

ハッブルの法則を用いて銀河の距離の測定や、分布図の作成も行える。 
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天体名 後退速度〔104km/s〕 距離〔Mpc〕 
MKN1447 2.633 365.7 
PKS 2.167 301.0 
MKN69 2.935 407.6 
MKN1383 2.240 311.1 
PG 2.880 400.0 
MKN478 1.879 261.0 
VIIZW244 3.456 480.0 
MKN205 2.546 353.6 
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λ０＝656.3 nm C＝３×108 km/s 
λ＝解析Ⅰで調べた各銀河の波長のずれ 代入 
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